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基本形容詞の語釈における意味特徴

国語辞書を比較するための一観点 として

大 島 中 正

【キーワー ド】辞書,語 釈,意 味特徴,形 容詞,『 例解国語辞典』,『例解新国語辞典』

1.は じ め に

大 島中正(1992)で は,「国語辞書」 ならぬ 「日本語辞書」 をつ く りだすための辞

書論を前進させるには,ま ず,現 行の国語辞書 の記述その ものについての分析 をすす

め る必要があ るとい う立場か ら,『例解 新国語辞典(第 三版)』 にみえる基本形容詞の

語釈について考察を くわ えた。語釈を,対 訳 型 と説 明型 とに大別 し,後 者 か ら7種 類

の意味特徴 を抽出 した。

本稿 は,『例解 国語 辞典』 と 『例解新 国語 辞典』 にお ける基本形容詞の語釈 の異 同

を,そ の7種 類の意味特徴 の分布状況や組合せの実態 を調査す ることによって,あ き

らか に しよ うとす るものである。

2。 調 査 の 概 要

2-1辞 書

調査 の対象 とす る辞書 は,す で にのべた とお り,『例解 国語辞 典』 と 『例 解新 国語

辞典』 の2冊 である。

『例 解国語辞典』 編著者:時 枝誠記,見 出 し項 目数:40,000余 項 目(『 くらし

の手帖』H巻10号(1971年)p.14に は実数44,156と ある),出 版社:中 教出版,発

行年月 日:1956年(昭 和31年)2月10日 初版発行

『例解新 国語辞典』 編著者:林 四郎(編 集代 表),見 出 し項 目数:40,000項 目

出版社:三 省堂,発 行年 月日:1994年(昭 和59年)2月1日 初版発行

前者 は,辞 書 史上 の名 著 として,た か く評価されてい る。そ の名 の とお り,「ほと
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ん ど各語について用例 を豊富に挙 げて,ど のような場合に,ど んなふ うにもちい られ

るかの実際 を示す こ とに意 を用い」1)ているが,そ ればか りでな く,「従来 の辞書 が語

の意味を,場 面や文脈か ら分離 し,抽 象的 に取 り扱お うとしたのに対 し,そ の ことば

が場面 や文脈で じっさい に使 われる状況 をよ く観察 し,具 体 的に意味 を述べ るとい う

方向を取 った」2)ので あ り,「この ような態度 は,基 本語 の意味 を書 くときに効果 を表

わ した」3)と評価 され ている。根来司(1985)に は,「多 くの国語国文学徒が この辞典

を読 んで,も う一度国語辞典 のあ り方 を考 えさせ られた,そ うい うあ りがたい辞 典で

あった と思 うのであ る」4)とのべ られている。

後 者 は,大 島 中正(1992)に のべ た とお り,「中学校 の教材 や中学 生の読 み物 を

ベースに して」5),見出 し項 目の選定 がお こなわれ た ものでは あるが,一 般 成人 ・日

本語教 師 ・上級 レベルに達 した学習者 に とって もつ かいやす く,役 に立 つ との評価6)

があた えられている。

現在 も刊行されているお もな小型国語辞書 を初版刊行年順 に列挙す る と,次 のよう

になるが,『 例解国語辞典』 は,初 版 が1956年 に刊行 され,『例解新 国語辞典』 は,初

版が1984年 の刊行 である。両者には約30年 のへだた りがあ る。両辞書 はともにたかい

評価を えてい るが,基 本形容詞の語釈 につ いては,何 が どうちが うのか。その点 をあ

きらか にしたい とお もう。

1960『 三省堂 国語辞典』(三 省堂 現在第四版)

1963『 岩波 国語辞典』(岩 波書店 現在第五版)

1972『 新 明解国語辞典』(三 省堂 現在第四版)

1984『 例解新国語辞典』(三 省堂 現在第四版)

1985『 新潮現代 国語辞典』(新 潮社 現在初版)

一 『現代国語例解辞典』(小 学館 現 在第二版)

一 『旺文社詳解国語辞典』(旺 文社 現在 重版)

1988『 三省堂現 代国語辞典』(三 省堂 現在 第二版)

1989『 福武国語 辞典』(福 武書店 現在 初版)

なお,調 査 には,『 例解 国語辞典』 は1976年4月15日 発行の第40版 を,ま た,『例解

新国語辞典』 は第四版(1993年11月20日 発行)を それぞれ使用 した。大 島(1972)で

は,『例解新 国語辞典』 第三版(1990年12月15日 発行)を 使用 した。基本 形容詞の語
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釈 につ いては,ご くわずかで はあ るが,記 述 のあらため られた箇所があ る。その点 に

ついては,次 の節でふれ ることとする。

2-2基 本形容詞

基本形容詞を対 象 とするのは,大 島(1992)で ものべたが,形 容詞,な かで も,そ

の基本的な もの は,理 想 的な語釈(狭 義の定義)が むずか しい語類の1つ であ るとか

んが えられ るか らであ る。理想的 な語釈 とは,「(見 出 し語 の同位語 との差 をしめ しう

る)意 味特 徴+(見 出 し語の)上 位語」 とい う型で もって,的 確 になされる定義の こ

とで ある。 しか し,困 難であるだ けに,語 釈上の さまざまな,創 意工夫 のあとがみ ら

れ るので はなか とか んがえ る。大 島(1992)で は,『例解新 国語 辞典(第 三版)』 にお

ける創意工 夫のあらわれの一端をあ きらか に した。

基本形容 詞の語釈(複 数の語義 が しめされ てい る場合は① のみを調査対象 と した)

にお ける,『例解新 国語辞典(第 三版)』 と 『同(第 四版)』 との異同は,つ ぎに

しめす とお りである。(→ の左側が第三版で,右 側が第四版。)な お,表 記形式 のみ に

変更のあ った ものにつ いては,こ こでは とりあげない ことにす る。

あつい=… …手で さわれない くらいに→……手で さわれない くらい

うれ しい=… …満足で きるようにな って→ ……満足で き,

おそ ろ しい=… …気持 ちになる。→……気持 ちがす る。

か しこい=頭 のはた らきがす ぐれてい る。→頭が いい。

かるいe… …す るのがか んた んだ。→……す るのに,そ れ ほど大 きい力 が

い らず,か んたんだ。

しろい=白 い色である。→ 白色であ る。

すば らしい=と て もみ ごとだ。→ まった くみ ごとだ。

せまい=面 積 などが,→ 面積や空 間などが,

つま らない=お もしろくもおか しくもない。→興味が もてな くてたい くつだ。

ながい=… …距離が→……,は なれ てい る程度が

はやい=他 と比べ て,短 時間で ものご とがすすむ ようす。→ ものご とをす

るのが,ほ か と比べて,時 間がみ じか くてすむ。

ひ くい=ま た,い ちば ん下か ら上までの距離が小 さい。→また,基 準 とな
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る面 とのへだた りが小 さい。

ほそい=線 状や棒状 をした ものが,→ 線状や棒状の ものが,

やすい=お 金が少 ししかかか らない。→ お金が少 ししかかか らない。 また

そのものの値 うちに くらべ て,お 金のかか りかたが少 ない。

よわい=力 がた りな くて,た よ りにならない。→他 と比べ て,力 や能力が

た りない。

『例解 国語辞典』 において も,複 数 の語義が しめされている場合 は,① のみ を調査

対 象 とす ることとしたが,『 例解新国語辞典』 と比較す る都合上,① 以外 の もの(お

もに②)を 対象 とした場合 がある。

対象 とした基 本形容詞 は,大 島(1992)と 同様,玉 村文郎 選定 「日本 語教育基本

2570語 」(日 本語教 師養成通信講座テキス ト 『日本語 の語彙 ・意味(2)』,ア ルク,1987

年,pp.100-114)に しめされた全形容詞113語 であ る。 『例解国語辞典』 ・ 『例解新

国語辞 典』 ともに,「暑 い」 と 「熱い」 が1つ の見 出 し項 目であつ かわれ,「 いい」 と

「よい」 は,語 釈 に関 して は どち らか一方で しかお こなわれ ていないので 実際に は

111見 出 し項 目を対象 と した。

2-3分 析 の観点

語釈 の分析の観点は,大 島(1992)と 同様であ る。

まず,見 出 し語 の類 義語 による言 い換 え,お よび対義語 を否 定 した だけの語釈 を

「対訳型」 とし,そ の他 の ものは 厂説明型」 として大別す る。

形容詞 の 「説 明型」 語釈 には,「a.主 体J・ 厂b.主 体の側面」 ・ 「c.条 件」

厂d.原 因」 ・ 「e.結 果」 ・ 厂f.比 較 の対象」 ・ 「9.程 度 」 とい う7種 類 の意

味特徴 を組み合わせ ることによって,お こなわれ うるもの とかんがえる。今 回は,そ

の実態 を前掲 の2冊 の国語辞典につ いてあきらか にす るのが目的である。7種 類の意

味特徴 を具体 的 に例 示 して おこう。た とえ ぼ,「ぬ るい」7)という基本形容 詞を,こ の

7つ の意味特徴のすべて と 「状態だ」 とい う上位語 とによって語釈 をこころみ ると,、

つ ぎの ようになる。

ぬ るい=風 呂やあたたかい飲み物な ど(a.主 体)の 温度(b.主 体 の側 面)が

なん らかの原 因で適温に達 しなか った り,下 が った りしているため(d .
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原因)に,人 がそれ に触れた り,そ れを飲 んだ りした とき(c.条 件)

にち ょうどいい と感 じる温度(f.比 較 の対象)よ り少 し(9.程 度)

低 くて不満に思 う(e.結 果)状 態だ。

また は,プ ールの水や冷 たい飲み物な ど(a.主 体)の 温度(b.主

体 の側面)が,な ん らか の原 因で適温に達 しなか った り,上 が った りし

ているた め(d.原 因)に,人 がそれ に触れた り,そ れを飲 んだ りした

とき(c.条 件)に,ち ょうどいい と感 じる温度(f.比 較 の対象)よ

り少 し(9.程 度)高 くて不満に思 う(e.結 果)状 態だ。

3.調 査 の 結 果

3-1対 訳型 の語釈

『例解 国語辞典』(以 後 「例」 と略記す る)・ 『例 解新国語辞典(第 四版)』(以 後

「新」 と略記す る)の 両辞書 において,語 釈の全体,も しくは,一 部分 に類義語によ

トる言
い換 えのみ られ る基本形容詞 の見 出 し項 目は,次 の とお りで ある。以後 「例」の

見 出 し項 目には()に,ま た,「新」 の見出 し項 目には 〈 〉 に,そ れぞれ番号 を

記入 して,語 釈を例示す る。各番号 は,そ れぞれの辞書 におけ る提示順 につ けられた

ものであ る。

3-1-1見 出 し語の類義語 のみ による語釈

「例」の場合[6語]

(1)あ おい=青 色 である。

(33)お もしろい=滑 稽 である。 おか しい。

(34)か しこい=利 巧である。聡明であ る。

(58)ず るい=わ るが しこい。横着であ る。狡猾である。 こす い。

(87)ぶ あつい=分 厚であ る。

(12)よ いニす ぐれてい る。上等 である。(「いい」の語釈 は 「よい」 の語釈を参

照する ことになってい る)

「新」の場合[4語]

〈12>い い=す ぐれ ている。 このま しい。望 ま しい。

〈40>き たない=よ ごれている。
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〈91>ほ しい=自 分 の もの にしたい。手 に入 れたい。

〈95>ま るい=円 形で ある。

3-1-2見 出 し語 の対義語のみによる語釈

「例」 の場合[3語]

(72)な いe存 在 しない。所有 していない。

(92)ほ そい=ふ と くない。

(97)み に くい=美 しくない。

「新」 の場合[1語]

〈72>な い=存 在 しない。持 っていない。

3-1-3見 出 し語の類義語 と対義語 とによる語釈

「例」 の場合[3語]

(64)た やすい=や さ しい。容易である。むずか しくない。

(54)す くないe多 くないさま。僅 かである。少 しである。僅少 である。足 りな

い。

(106)や わ らか い=か た くない。やわ らかで ある。

「新」 には,該 当す る見出 し項 目な し。

3-2対 訳型 ・説明型併 用の語釈

対訳型 の部分 には下線 をひ き,説 明型の部分 は直線 でかこむ。

「例」の場合[20語]

(6)あ た らしい=物 の始 めであ る。 改 まっている。 はじめてである。

(9)あ ぶない=危 険で ある。 あや うい。 危 険な目に会お うとしている。

(18)う つ くしい=綺 麗であ る。 美的な ところがあ る。

(24)お い しい=飲 食物の味が よい。 うまい。 美味であ る。

(41)き び しい=非 常 に厳格で,な さけ容赦が ない。 厳 重である。 むごい。

苛酷で ある。

(46)く わ しい=ご く小さな ところまで尽 くしてい る。 詳細で ある。

(49)こ わ い=他 人 に恐怖 の念 を与 える。 恐 ろしい。

(51)さ む い=温 度が低いのをか らだ に感ず る。 ひややかで ある。
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(67)つ ま らな い=お も しろ くない 。i興 味 が湧 か な い。1

(70)つ らいeく る しい 。1我 慢 で きな い 。1

(75)に くい=1癪 にさ わ る。llか わ い ら しさ が な い 。iに くら しい 。

(76)に ぶ い=す る ど くな い 。1切 れ 味 が 悪 い 。1

(89)ふ とい=iま わ りが お お きい。1肥 えて い る 。

(93)ま ず い=1味 が 悪 い 。1お い し くない 。

(94)ま ず しい=1金 に乏 しい 。1貧 乏で あ る。

(100)め で た い=1祝 う値 打 ち が あ る 。1よ ろ こぼ しい 。

(103)や さ(易)し い=1苦 労 しな い でで き る。1た や す い 。

(104)や さ(優)し い=お だやかである。 落 ち着いていて柔 らかな感 じがす る。

(107)ゆ るい ニi堅 く締 ま って い な い 。1ゆ っ た りして い る。 きつ くな い 。

(111)わ るい=人 間として行 うべ き道 にか なっていない。 道 義上 よ くない。

邪悪であ る。

「新」の場合[1語]

〈1>た やすい=む ずか しくない。[わ けな くで きる。【

3-3説 明型 の語釈

3-3-1意 味特徴 の分布

2-3に しめ した7種 類の意味特徴 は,両 辞典 の説明型の語訳 において表1の よう

に分布 している。

3-3-2意 味特徴 の組合せ

両辞 典の説明型 の語訳 にお ける意味特徴 の組合せ は表2の ようである。

3-3-2-1意 味特徴が1種 類の場合

A.「 例 」の場合[15語]

① 「d.原 因」のみ

(9)あ ぶない=危 険な目に会 おうとしている。

(36)か なしい=心 がいたむような感 じを与える。また心がいたむ。

(40)き たない=ほ こりや泥 などで よごれている。
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表1意 味特徴の分布 表2意 味特徴の組合せ

辞書

意味特徴

陶解国語辞典』

の見出し項目数

『例解新国語辞剣

の見出し項目数

辞書

意味特徴
数の数

『例解国語辞則

の見出し項目数

r例解新国語辞剣

の見出し項目数

a.主 体 13 21 1 15 5

b.主 体の側面 62 65 2 55 42

c.条 件 15 25 3 23 30

d.原 因 83 87 4 3 21

e.結 果 25 48 5 0 5

f.比 較の対象 1 16 6 0 1

g・ 程度 6 32 7 0 0

(49)こ わいe他 人 に恐怖 の念 を与 える。

(63)た のしい=心 が満ち足 りて明 る く愉快 な気分で ある。

(85)ひ らたい=横 に広 くて厚 くない。

(94)ま ず しいe金 に乏 しい。

(107)ゆ るい=堅 く締 ってい ない。

② 「e.結 果」のみ

(37)か らいe舌 を刺す ような感 じがする。

(39)か わいい=深 く愛 して大事 に思 う。

(67)つ ま らない=興 味が湧かない。

(70)つ らい=我 慢で きない。

(76)に ぶいe切 れ味が悪い。

(78)ね むいe眠 りたい気持 である。

(103)易 しい=苦 労 しないでで きる。

B.「 新」 の場合[5語]

① 「d.原 因」 のみの場合

〈14>い さま しい=な にご ともおそれず,積 極的だ。

〈63>た のしいニ とて もうれ しくて,心 が うきうきしてい る。

〈98>む しあつい=風 がな くて,湿 度が高 く,む しむ しして暑い。
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② 「e.結 果 」 の み の場 合

〈67>つ ま らな い=お も しろ く もお か し く もな い 。

〈100>め で た い=よ ろ こば しい こ とだ 。

3-3-2-2意 味 特徴 が2種 類 の場 合

A.「 例 」 の場 合[55語]

① 「b.主 体 の 側 面 」 と 「d.原 因」

(4)あ さい=底 や奥 まで の距 離 が 短 い 。

(7)厚 い=厚 み が あ る。

(8)熱 い=温 度 が 高 い。

ほ か に,荒 い ・い け な い ・いが しい ・い さま しい ・い た い ・うす い ・うつ く し

い ・うる さい ・え らい ・お もい ・か るい ・こい ・せ ま い ・ちか い ・つ め た い ・つ

よい ・とおい ・に くい ・の ろ い ・は げ しい ・ひ くい ・ひ ろ い ・ふ か い ・ふ とい ・

ふ る い ・ほ そい ・まず い ・み じか い ・む しあ つ い ・め で た い ・や か ま しい ・や す

い ・よわ い ・わ か い 。

② 「c.条 件 」 と 「d.原 因」

(50)さ び しいe物 音 も聞 えず 人 もあ ま りい な い よ うな静 か さで あ る。

ほ か に,う れ しい ・しろ い ・ただ しい ・わ るい 。

③ 「d.原 因」 と 「e.結 果 」

(15)い そが しい 二時 間 が 限 られ て い る上,用 が 多 くて ひ まが な い。

ほ か に,お か しい ・す ず しい ・はず か しい ・優 しい 。

④ 「d.原 因」 と 「9.程 度 」

(41)き び しい=非 常 に厳 格 で,な さ け容 赦 が ない 。

ほ か に,こ まか い ・め ず ら しい ・もった い ない ・くわ しい 。

⑤ 「a.主 体 」 と 「d.原 因 」

(77)ぬ る い 二水 な どが な ま あ た たか い。

ほ か に,あ た ら しい 。

⑥ 「b.主 体 の側 面 」 と 「e.結 果」

(26)お お きい=形 が 多 くの 場所 を 占 め る。

ほ か に,は や し・。
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B.「 新 」 の場 合[42語]

① 「b.主 体 の側 面 」 と 「d.原 因」

〈4>あ さい=底 や お くまで の距 離 が み じか い 。

〈41>き び しい=い い か げ ん な と ころや,妥 協 す る とこ ろが ない 。

〈107>ゆ るいeし め る力 が た りなか った り,す きま が あ っ た りして,し ま りか た

が じ ゅ うっぷ んで な い 。

ほ か に,あ た ら しい ・い け な い ・おい しい ・か し こい ・か わ い い ・こま か い ・

した しい ・ち か い ・なが い ・ひ ろ い ・ふ か い ・み じか い ・もった い な い ・優 しい。

② 「d.原 因」 と 「e.結 果 」

〈15>い そが しい=用 事 が 多 くて ゆ っ く りす る ひま もない 。

〈50>さ び しい=し ず か で,は なや か さが な く,心 ぼ そ い感 じを人 にあ た え る

ほ か に,あ ぶ ない ・お か しい ・お そ ろ しい ・お とな しい ・お も しろい ・か な し

い ・こわ い ・まず しい 。

③ 「c.条 件 」 と 「d.原 因 」

〈111>わ る いe道 義 的 に よ くな い。

ほ か に,う らや ま しい ・た だ しい 。

④ 「c.条 件 」 と 「e.結 果 」

〈32>お もい=も の を持 ち あ げ た り,動 か した りす るの に,大 き な力 が い る感 じ

だ 。

〈37>か らい=ト ウ ガ ラ シや カ レー粉 を 口 に入 れ た と きの よ うな,舌 が ひ りひ り

す る感 じだ 。

ほ か に,あ た たか い ・か た い ・か る い 。

⑤ 「d.原 因」 と 「9.程 度 」

〈57>す ば ら しい=と て もみ ご とだ

ほ か に,た や す い ・め ず ら しい くわ しい。

⑥ 「a.主 体 」 と 「d.原 因 」

〈84>ひ と しい=二 つ 以 上 の もの が,同 じで あ る。

⑦ 「b.主 体 の側 面 」 と 「c.条 件」

〈16>い た い=た た か れ た り,こ ろ ん だ り した と きの 感 じ。
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⑧ 「e.結 果 」 と 「9.程 度」

〈64>た やす い=わ け な くで きる 。

〈78>ね む い=い ま に も眠 って しま い そ うな気 分 だ 。

3-3-2-3意 味 特 徴 が3種 類 の場 合

A.「 例 」 の場 合[23語]

① 「b.主 体 の側 面 」 と 「d.原 因 」 と 「e.結 果 」

(35)か た いe質 が 強 く丈 夫 で あ る 。

ほ か に,あ た たか い ・お とな しい ・くさ い ・くる しい ・す る どい。

② 「b.主 体 の側 面 」 と 「c.条 件 」 と 「d.原 因」

(95)ま るい=輪 ま た は球 の 形 を して い る 。

ほ か に,あ まい ・うらや ま しい ・す っぱ い 。

③ 「a.主 体 」 と 「b.主 体 の側 面 」 と 「d.原 因」

(19)う まい=飲 食 物 の味 が よい 。

ほ か に,お い しい ・お お い ・した しい ・た か い ・ちい さい ・な が い ・ひ と しい 。

④ 「a.主 体 」 と 「b.主 体 の側 面 」 と 「e.結 果」

(29)お そい=物 事 を す るの に時 間が か か る。

⑤ 「a.主 体 」 と 「c.条 件 」 と 「d.原 因」

(30)お そ ろ しい=強 力 な もの,自 分 に害 を加 え る もの,ま た望 ま し くない 結 果

が うま れそ うな こ とを こわ い と感 じる。

⑥ 「d.原 因」 と 「f.比 較 の対 象」 と 「9.程 度 」

(57)す ぼ ら しい=非 常 に立 派 で あ る 。普 通 よ りず っ とす ぐれ て い る 。

⑦ 「b.主 体 の側 面 」 と 「c.条 件 」 と 「e.結 果 」

(74)に が いe舌 にい や な味 を感 ず る 。

⑧ 「a.主 体 」 と 「b.主 体 の 側 面 」 「e.結 果 」

(29)お そ い=物 事 をす る の に時 間 が か か る。

B.「 新 」 の 場 合[30語]

① 「a.主 体 」 と 「b.主 体 の側 面 」 と 「c.条 件 」

〈1>あ おいe晴 れ た 空 や深 い海 の色 を して い る 。

ほ か に,あ か い ・くろ い 。
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② 「a.主 体 」 と 「b.主 体 の側 面 」 と 「d.原 因 」

〈7>厚 い=も の の表 面 か ら裏 が わ の面 まで のあ い だ のへ だた りが 大 きい 。

ほ か に,う す い ・こい 。

③ 「b.主 体 の側 面 」 と 「c.条 件 」 と 「d.原 因」

〈10>あ まい=砂 糖 や 蜜 の よ うな味 だ 。

ほ か に,う れ しい ・す っぱ い。

④ 「b.主 体 の側 面 」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果 」

〈21>う る さい=音 や声 が耳 につ い て 不 快 だ 。

ほか に,と お い ・まず い ・よわ い ・わ か い 。

⑤ 「b.主 体 の側 面 」 と 「d.原 因 」 と 「f.比 較 の対 象 」

〈23>え らい=人 が らや 言 動 な どが 他 人 に比べ てす ぐれ て い る。

ほか に,お お い ・す くない ・た か い ・つ よ い ・ひ くい 。

⑥ 「a.主 体 」 と 厂c.条 件 」 と 「d.原 因 」

〈28>お しい=大 事 な もの をな くした り,む だ に した り した くな い気 持 ちだ 。

⑦ 「d.原 因 」 と 「e.結 果 」 と 「9.程 度 」

〈44>く る しい=つ ら くて とて もが ま ん で きない 。

ほ か に,つ らい ・易 しい 。

⑧ 「c.条 件 」 と 厂d.原 因 」 と 「e.結 果 」

〈58>ず る い=自 分 の損 得 を まず 考 え て,人 をだ しぬ い た り,や るべ き こ と をや

らなか っ た り して,い や ら しい 。

⑨ 「b.主 体 の側 面 」 と 「e.結 果 」 と 「9.程 度 」

〈74>に が い=は き出 した くな る よ うな不 快 な 味 だ 。

⑩ 「a.主 体 」 と 「e.結 果」 と 「9.程 度 」

〈76>に ぶ い=は もの な どが,よ く切 れ ない 。

⑪ 厂b.主 体 の 側 面 」 と 「d.原 因」 と 「9.程 度 」

〈80>は げ しい=い きお いが た い へ んつ よい 。

ほ か に,ひ らた い ・ふ る い。

3-3-2-4意 味特 徴 が4種 類 の 場 合

A.「 例 」 の場 合[3語]
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① 「b.主 体 の側面」 と 「c.条 件」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」

(3)あ か るい=光 の量 が多 くて,物 が はっきりよ く見 えること。

(43)く らい=光 が少な くて,物 を見 て判断す るのに困難で ある。

② 「a。主体」 と 「b.主 体 の側面」 と 「c.条 件」 と 「d.原 因」

(28)お しい=立 派な物の価値 が無駄 にな り,十 分発揮 され ない こ とが残念であ

る。

B.「 新 」の場合[21語]

① 「b.主 体 の側面」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「9.程 度」

〈8>熱 い=手 で さわれない くらい温度が高い。

〈11>あ らい=手 がつ けられない くらい,い きおいや動 きがはげ しい。

〈19>う まい=よ ろこんで食べた くなるほど,味 が よい。

〈42>く さいe顔 を しかめた くな るよ うな,い やな においがす る。

〈51>さ むい二火 のそばが恋 しくな るくらい,気 温が低い。

〈97>み にくい=形 などが ととの っていな くて,見 るの もいやな感 じで ある。

〈102>や かま しい=音 や声が大 きす ぎて,不 快感 をお こさせ る状 態で ある。

② 「a.主 体」 と 「b.主 体 の側面」 と 「d.原 因」 と 「f.比 較の対象」

〈26>お お きい=も のの面積や体積,あ るいは ものごとの規模 や範囲な どが,ほ

か のものに比べて,う わ まわ っている。

〈65>ち い さいeも のの面積や体積,あ るいは ものごとの規模 やはんいが,他 の

ものと比べて,し たまわ ってい る。

③ 「c.条 件」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「9.程 度」

〈55>す ず しい=暑 くて不快 な ときに,気 持 ちがいい程度 につめたい。

〈106>や わ らかい=ふ わふわ していて力を くわえる と,た やす く変形す るよ うす。

④ 「b.主 体 の側面」 と 「d.原 因」 と 「f.比 較の対象」 と 「9.程 度」

〈60>せ まいe面 積や空間な どが,必 要 な広さ もないほどに小 さい。

⑤ 「b.主 体 の側面」 と 「c.条 件」 と 「d.原 因」 と 「9.程 度」

〈68>つ めたい=さ わ った ときにひ どく温度が低い と感 じられ るようす。

⑥ 「b.主 体 の側面」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「9.程 度」

〈79>の ろい=速 度が,い らい らする ぐらいおそい。
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⑦ 「a.主 体」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「f.比 較 の対象」

〈81>は ずか しい=自 分が人に くらべ て,お とってい ると感 じて,ひ けめやため

らいをおぼえるようす。

⑧ 「a.主 体」 と 「b.主 体の側面」 と 「d.原 因」 と 「9.程 度」

〈87>ぶ あつい=本 などのひ らたい もので,か な りの厚 みが感 じられ るよす。

⑨ 「a.主 体」 と 「b.主 体の側面」 と 「d.原 因」 と 「f.比 較 の対象」

〈89>ふ とい=線 状や棒状の ものが,長 さや高 さのわ りに,は ばや まわ りが大 き

い。

〈92>ほ そい=線 状や棒状の ものが,長 さや高 さのわ りに,は ばや まわ りが小 さ

い。

⑩ 「a.主 体 」 と 「b.主 体 の側面」 と 「e.結 果」 と 「f.比 較 の対象」

〈29>お そいeも のごとをするのが,ほ か と比べて時間がかか る。

〈82>は やいe他 と比べて,短 時 間で ものごとがすすむよ うす。

⑪ 「b.主 体 の側面」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「f.比 較 の対象」

〈105>や すい=お 金が少 ししかかか らない。 また,そ の ものの値 うちに くらべて,

お金 のかか りかたが少ない。

3-3-2-5意 味特徴が5種 類 の場合

A.「 例」 には該 当例 なし

B.「 新」 の場合[5語]

① 「b.主 体 の側面」 と 「c.条 件」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「9.程

度」

〈3>あ か るい=光 の量が じゅうぶ んで,も のがよ く見 える。

〈43>く らいe光 の量が じゅうぶ んで ないので,も のが よ く見えない。

② 「a.主 体」 と 「b.主 体 の側面」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「9程度」

〈59>す るどい=は ものなどの先が とが っていて,よ くささった り,切 れた りす

る。

③ 「a.主 体」 と 「c.条 件」 と 「d.原 因」 と 「e.結 果」 と 「9.程 度 」

〈75>に くいe自 分にいたで をあた えた相手が,ひ どくうらめ しくて,復 讐 して

や りたいほ どだ。
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④ 「a.主 体」 と 「b.主 体の側面」 と 「d.原 因」 と 「f.比 較 の対象」 と 「9.

程度」

〈77>ぬ るい=ふ ろやあたたかい飲み ものなどが,ち ょうどいい温度 よりもす こ

し低 い。

3-3-2-6意 味特徴が6種 類 の場 合

A.「 例 」には該当例 なし

B.「 新 」の場合 「1語 」

① 「a.主 体」 と 「b.主 体 の側 面」 と 「c.条 件」 と 「d.原 因」 と 「e.結

果」 と 「9.程 度」

〈18>う つ くしい=見 た り聞いた りす るものが,人 の心を とらえ るほ ど,こ ころ

よい感 じである。

3-3-3-7意 味特徴が7種 類の場合

A.「 例」 に該当例 な し。

B.「 新」 に該当例 な し。

4.考 察

第3節 に しめ した調査 結果か ら,全 体 として,い え ることは,次 の2点 であ る。

田 『例 解国語辞典』は,『 例解新国語辞典』 よ り対訳型 の語釈が おお く,意 味特徴

1種 類のみによる語釈 も 『例解新 国語辞典』 の3倍 である。

[田 『例解新国語辞典』 は,『例解国語辞典』 に くらべ て,よ りおお くの意味特徴 を

組合わせた,説 明型の語釈を こころみよ うとしてい る。3～4種 類 の意味特徴の

組合せ による語釈が,説 明型語釈の半数ちか くを しめてい る。

両辞書 問の このよ うな相違点は,な にに よる もので あろうか。30年 とい う歳 月のへ

だた りと関係があるのか どうか。他の辞書について も同一の調査 をお こなわない限 り,

なんと もいいがたい。 ここでは,実 態の提示 にとどめざ るをえない。 また,『例解国

語辞典』以 前の辞書 につ いて も同様 の調査 をお こな えば,『 例解国語辞典』が対訳型

と説明型 とを併用 している場合が あったが,そ の ことの意義があ きらかにで きるか も

しれ ない 。『例解国語辞典』 の 「凡例 四」 には,「語釈 また は解説の文章 はで きるだ

け詳 しく正確 に,し か し冗漫にな らないよ うにす ることを建前 と した。」 とあ る。対
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訳 型 と説明型の併用 は,こ の ような編纂方針 のあ らわれで あるか もしれない。

一方
,目 を将来 にむ けて,あ るべ き日本語辞書 のすがた を模索す るな らば,『例解

新 国語辞典』 にみ える語釈の方法 をさらに充実 ・発展 させて ゆか なければな らないだ

ろ う。7種 類の意味特徴すべてを もちいた語釈 の私案 を第2節 に しめ したが,『 例解

新 国語辞典』 に も,そ のような語釈 は,今 回の調査 では,み られなか った。 もちろん

「正確 さ」 と 「わか りやすさ」 と 「簡潔 さ」 とのバ ランスの問題 は,つ ねに考慮 しな

ければな らないが。渡辺実(1991)に は 「思い切って経験を示す辞書が作 れたな ら,

意 味の学習 は格段 に面 白 く,か つ効率 のよい もの になるだ ろ うと想像 され る」8>とあ

るが,「 条件」 や 「結果」 の証述 内容 を充実させ ることは,そ のよ うな辞書づ くりへ

の道 を きりひら くことになるので はないだろ うか。

5.お わ り に

簡潔 な表現で,し か も過不足のない語釈 をお こなおうとす ることは,な か なか に骨

のおれ る仕事である。 本稿 は,基 本形容詞 についてのそ うい う仕事 のあとを,7種 類

の意味特徴 とい うモノサシをもちいて,た どってみた。モノサシその ものの検討 もか

さねていかな ければな らない。調査 の結果 をなるべ くおお く提示 したのは,細 部 にわ

た っての批 正をこ うか らで もあ る。

今後は,上 位語 につ いての調査 をおこない,そ の適否 を検討す ること,さ らには,

説明型の語釈 における用語および構文 につい ての調査 ・分析 をすす めてゆ きたい。

注

1)『 例解 国語辞典』の 「凡例」 の五。

2)見 坊豪紀(1977a)のP.354。

3)2)に おなじ。

4)根 来 司(1985)のp.246。

5)『 例解新国語辞典(第 四版)』 のp.(4)。

6)『 例解新 国語辞典』 に対す る評 価 は,た とえば,玉 村文郎(1985)に は,「簡 に

して要 を得 た小 型国語辞書」(p.140)と あ り,ま た,玉 村文郎(1995)に は,「上

級 レベル に達 した学 習者 には,三 省堂刊 『例解新 国語辞典』な どが使 いやす いであ

ろう。」 とあ る。
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7)辞 書 にお け る 「ぬ るい」 の記 述 の 問題 点 につ い て は,玉 村 文郎(1972),同

(1985)な どで と りあげ られ てい る。 この 語釈 の私 案 は,玉 村 文郎(1985)の

p.83に 「『ぬるい』 とい う語 は,液 体 ノ ・温 度 ガ ・使 用 目的上 ノ標準 二 ・達 シテイ

ズ ・ソノタメニ不満足感 ガ伴 ウ ・状態」 とあるのを参考 に して作成 した。

8)渡 辺 実(1991)のp.59。
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